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被験者は，臨床症状と MR 検査によって TMD と診断された患者の内，透視による動態検査に同意が得られた52名
(女性43名，男性 9 名)で，平均年齢は32.6歳 (16-61歳)であった。
MR 検査は0.5 T の撮像装置を用しh 直径10 cm の顎関節用 surface coi1 を用いた。 MR 画像上での円板の位置およ
び復位の有無に従って，各顎関節を円板転位のない関節 (SDP) ，復位性円板前方転位 (RDD) ，非復位性円板前方転
位 (NDD) の 3 つのグループに分類した。
下顎頭の運動は，当教室にて開発された「両側同時ビデオ透視システム」にて記録した。 FH 平面が水平になるよう，









最大開口時の SDP と RDD のグループの平均値は NDD のグループと比較し有意に大きい値を示した (p< 0.001) 。
最大前突運動と側方運動では， SDP, RDD と NDD の聞に有意差は認められなかった。このことから NDD の病態は
開口運動を抑制するが，前突・側方運動への影響が少ないことが示された。
(2)下顎頭運動パターン
矢状面内の下顎頭運動経路に基づいて， normal pattern と deflective pattern と short pa ttern の 3 つの下顎頭運動
パターンに分類した。 SDP グループでは42%が normal pattern を示し， NDD グループでは79%が deflective pattern 
を示し， NDD グループでは71%が short pattern を示した。これらグループ聞にそれぞれ有意差が認められた (p<
0.01) 。
(3)両側顎関節聞の影響
片側の関節の動態は反対側の関節の動態に影響を及ぼしたD とくに，運動範囲は反対側の NDD 関節に影響され，運









本研究は「両側同時ビデオ透視システム」を用いて， TMD 患者の下顎頭の運動を記録，その動態を MRI 検査所見
と対比，解析し，特に両側下顎頭運動の関連性と相互の影響を検討したものである。
その結果，下顎頭の運動範囲と運動ノマターンから，顎関節内障と下顎頭運動との関連を示し，さらに，下顎頭の運
動異常の際，両側の下顎頭運動に及ぽす相互の影響を明かにした。
以上の結果は，顎関節内障ないしは下顎頭運動異常の診断に，動態観察が重要な情報を提供することを示し，臨床
的に顎関節異常の診断，経過の観察に際し検査の効率化をはかる上で有用な知見を加えるものであり，博士(歯学)
の学位請求に値するものと認める。
